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〔巻頭ユ 環境科学研究機構の発足に際して
かねてから，本学学部間共同研究組織のひとつとし
て，企画立案されていた環境科学のための特別事業費が
昭和 47年度予算で若干認められた。これを柱として，
環境科学の研究機構を設置することが評議会で承認さ
れ，その運営のための委員会が 4月に正式に発足した。
いうまでもなく環境科学とは，人間の生存にかかわる生
活環境全般の保全のための総合的学問であるから，関連
する学問分野は広汎に亘り，ひとつの総合大学の全学部
研究所が共同して行なわなければ成果は期待できないの
で，学際研究の課題としてふさわしいものと思われる。
本計画は昭和 46年の初めに各部局より研究者が集っ
て構想を練り，全学に呼びかけたところ 80名ほどの研
究者が参加してきた。大学で行なう環境研究はどうある
べきか，どのような組織が適当かを話し合ったが，やは
り環境保全に対する理念の確立，環境汚染を防止するた
めの環境基準の設定の基礎となる原則の研究に主力をお
くべきであることが合意され，また本学の置かれている
位置からして，千葉県という地域社会を研究の現場とす
べきであることも話された。
取り上げられた研究課題は
(1)環境汚染物質の生体におよぼす影響 
(2)環境保全，調節に関する生態学的，地質学的なら
びに社会科学的研究 
(3)環境汚染の測定およびその評価に関する研究 
(4)廃棄物処理の技術開発に関する研究 
(5)首都圏の一環としての千葉県の環境計画の考え方
などがあげられている。そのほか教養部学生に対する
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総合講座の開設，地域社会に対する開放講座の開設，研
究会，研究発表会などが計画されている。
医学部からは吉田教授，香月教授らが当初から計画に
参加してきているが，本来医学が重要な役割を占めてい
る研究でもあるので，医学部の全教官に関心をもってい
ただき，多くの方々の参加と協力をお願いしたい。
なお，とりあえず本部5階資料室に本拠をおき共同研
究室として旧留学生部の建物の一部を利用する予定にな
っているが，もともと所属学部の研究室で研究を実施す
るのをたてまえとしている。昭和 47年度の運営委員会
のメンバーは次の通りである。
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